
 

 

公益財団法人 溶接接合工学振興会 第３３回セミナー 

カーボンニュートラルを迎えると鉄と鋼はどうなる？ 

対面－WEBハイブリッド開催 

２０２４年１１月１４日（木） １３：００ – １7：３０ 

主 催 ：（公財）溶接接合工学振興会 

後 援 ：（一社）溶接学会  （一社）日本溶接協会 

2020 年 10 月に日本政府が「2050 年までに温室効果ガス実質ゼロ」を表明して以来，さまざまな製造業，エネル
ギー供給に関わる業界で対応に向けた動きが開始されています。高炉で鉄１トンを製造するのに約2トンのCO2の発生
を伴なう製鉄業のCO2排出量は，日本全体の14%，産業部門の40%を占めており，抜本的な対応が求められる産業の
一つであります。炭素による還元を基本とする製鉄法は，木炭を使用していた時代も含めると 2500 年以上の歴史があ
り，今後25年間でカーボンニュートラル製鉄を確立するにはハードルの高い技術開発を要します。これまでの高炉個社
での開発に加え，2020年よりNEDOによるグリーンイノベーション基金事業（通称：GI基金）の支援の下，高炉３社
が協力した複線的な技術開発を開始し，2030年のマイルストーンに向けて取り組んでいるところです。 
 当然ながら，鉄鋼は建築，橋梁，エネルギー移送などの社会インフラ，船舶，自動車，鉄道などの交通機器など，多く
の産業の下支えとなる素材であり，すべての産業界から安価でかつ高品質な鋼材の安定供給が製鉄業に求められてきまし
た。これはカーボンニュートラルの下でも変わらぬ製鉄業のミッションではあります。ただし，カーボンニュートラル製
鉄では，製鉄原料供給，精錬方法，エネルギーコストなどに変革は避けられず，少なからず鉄鋼マーケットには変化が生
じるものと思われます。そのため，カーボンニュートラルに向けた現状の製鉄技術の位置づけ，今後の取り組みは鉄鋼ユ
ーザーにも広く周知・ご理解いただき，全産業としてカーボンニュートラルに向かうことが必要であると思われます。 
 本セミナーでは，鉄鋼ユーザーである溶接・接合関係者に対して，国内カーボンニュートラルに向けた遷移期の取組み，
カーボンニュートラル製鉄の複線的技術開発計画，直接還元技術・電気炉の現状と課題を広くお伝えし，今後の製鉄業の
取組みをご理解頂くことを目的としています。 

 

日  時： 2024年11月１4日（木）  13：00 – 17：30 

場  所： 溶接会館  2階ホール （東京都千代田区神田佐久間町4-20） 

       JR山手線秋葉原駅下車：昭和通口 徒歩８分 

会  費： 10，０００円 （資料代，消費税含む） 

定  員： 対面８０名   WEB参加の制限なし（参加者全員にWEB参加招待メールをお送りします） 

テキスト：  PDFデータでの事前配布 

 

【 はじめに 】 〔溶接会館 ２階ホール〕  １３：００ -１３：２０ 

１３：００ -１３：０５ 開会挨拶 名古屋大学 名誉教授 宮田 隆司氏 

１３：０５ -１３：２０ 

趣旨説明 

JFEスチール(株) 田川 哲哉氏 
本セミナーで「鉄鋼カーボンニュートラルートラル」を取り

上げることになった背景・経緯を説明するとともに，現在の鉄
鋼業の取組みの全体感と本セミナー各講演の位置づけに関して
概説する。 

【 講  演 】                          １３：２０ -１７：３０ 

１３：2０ –１４：１０ 

MIDREXプロセス～カーボンニュートラルへの挑戦～ 

神戸製鋼所(株) 畠山 泰二氏 鉄鋼生産におけるCO2削減と還元鉄の役割，直接還元法につ
いて解説するとともに，MIDREXプロセスの特徴とそれによる
カーボンニュートラルへの道筋を紹介する。 

１４：１０ –１４：５０ 

日本鋳造におけるCO2削減への取組み 
～グリーン キャスティング®の製造販売に至るまで～ 

日本鋳造(株) 大山 伸幸氏 
日本鋳造では，これまでにいくつかの対策を講じて地球温暖

化ガス（GHG）であるCO2の排出量削減に取り組んできた。
本セミナーでは，マスバランス方式によるCO2の削減算出法に
ついて概説するとともに，当社における GHG 排出量の削減対
策例を紹介する。 

１４：５０ –１５：１０ 休憩（20分間） 



１５：１０ –１6：0０ 

カーボンニュートラル実現に向けた水素製鉄 
プロジェクトの取り組み 

(一財)日本金属系材料 
開発センター (JRCM) 加藤 徹氏 

製鉄プロセスにおけるカーボンニュートラルを実現するに
は，産業革命以前から綿々と受け継がれ，効率や生産性の面で完
成域にある高炉法の革新が必要となる。高炉三社とJRCMでは
コンソーシアムを結成し，水素製鉄プロジェクトに取り組んでい
る。我が国の鉄鋼業の立ち位置と事業環境を踏まえて，プロジェ
クトの課題感と取組み概要を紹介する。 

１6：0０ –１６：5０ 

カーボンニュートラル時代に向けた電炉法の現状と展望 

JFEテクノリサーチ(株) 三木 祐司氏 

温暖化抑止の観点から，CO2排出量の少ない電炉法の比率が
高まっていく中，電炉法の課題と考えられる，品質（高級鋼製
造），生産性，コスト，さらには，今後予測される原料スクラッ
プの不足・劣質化など，電炉法における現状の課題と将来の展
望を概説する。 

    

１６：5０ -１７：２０ 総合討論 JFEスチール(株) 田川 哲哉氏 

１７：２０ –１７：３０ 閉会挨拶 大阪大学 名誉教授 南 二三吉氏 

 

【申し込み・問い合わせ先】 

（公財）溶接接合工学振興会 事務局 

住所：〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町４-20  溶接会館７F 

TEL：03-5823-5887 

E-mail：yokoshin@yokoshin.or.jp   WEB site：http://www.yokoshin.or.jp 

 
【申し込み方法】 
 ・参加申込書にご記入の上，E-mailにて事務局までお送りください。（申込締切り：2024年10月31日（木）） 
 ・参加費は，1１月5日（火）までに下記口座へお振込みください。銀行手数料は，申込者にてご負担ください。 
  銀行振込先：みずほ銀行 五反田支店   

普通預金口座  No.２２９９８８８  口座名義：ザイ）ヨウセツセツゴウコウガクシンコウカイ 
・銀行振込完了確認後，受講確定メールを事務局よりお送りします。 

 ・原則として，口座へのご入金をもって領収書に代えさせていただきますが，受講確定メールに受領書を一緒に添付さ
せていただきます。 

・振込み後の参加費は返却しません。当日ご欠席の場合は，代理出席も可能です。 
・資料は，紙印刷物として配布しません。予め受講確定メールにて連絡しますURLよりダウンロードしてください。 

  11月7日（木）から11月14日（木）までダウンロードが可能です。 
・対面参加の方は，受講確定メールに添付いたします『受講券』を各自印刷しセミナー当日必ずご持参ください。 

 ・ＷＥＢ参加の方は，受講確定メールに【ID，パスワード，URL】が記載されております。 
  下記受講の際に必要となります。（対面参加の方にも【ID，パスワード，URL】をお送りいたします。） 
  ＊参加用URLはご登録者専用のため，他の人との共有は出来ません。 
  ＊11月8日（金）までに受講確定メールが届かない場合は，事務局までご連絡ください。 
 ・ＷＥＢ参加の方は，セミナー当日，URLにアクセス頂きご参加ください。 
 ・当日は午前10時からURLに接続頂けますので接続状況等を確認ください。 
       
【注意事項】 
 ・インターネット経由でのライブ配信ですので，回線状態などにより，画像や音声が乱れる場合があります。 
    また，状況によっては講演を中断し再接続して再開する場合がありますが，予めご了承ください。 
  
【同意事項】 
〇本セミナーに参加する者は，次の事項にご同意いただいたものといたします。 
①セミナーに係る一切のデータ（講演画面，質疑応答等を録画・録音・撮影（画面キャプチャーを含む）等）につい
ては，複写，記録及び拡散しないこと。 

②ＷＥＢ参加者宛に配信されたURL等の参加者限定情報を第三者に伝えないこと。 
③ＷＥＢ参加者は，複数台のPCや端末で入室しないこと。 
④ＷＥＢ参加者は，参加者以外に講演を視聴させることや，参加者以外に講演を視聴可能な状態にしないこと。 
⑤ＷＥＢ会議室に入室されたＷＥＢ参加者の名称が確認できない場合は，当日お尋ねしますが，お尋ねに応じない場
合は，会議室のロビーへ移動される場合があること。 

⑥セミナーの運営に支障をきたす行為が発覚した場合，セミナーを強制的に停止又は終了することがあること。 
⑦その他，当セミナーの主催者からの指示があれば従うこと。 

〇本同意事項については，円滑な講習会の運営のため，当委員会の判断により変更されることがございます。 
大きな変更が生じる際は，申込時の登録メールへお知らせするほか，該当HPに掲載します。 



Ｅ-ｍａｉｌ： yokoshin@yokoshin.or.jp 

同意事項に同意して参加申込します。 

 

（公財）溶接接合工学振興会 行 

公益財団法人 溶接接合工学振興会 第３３回セミナー 

カーボンニュートラルを迎えると鉄と鋼はどうなる？ 

対面－WEBハイブリッド開催 

 参加申込書＜締切り：２０２４年１０月３１日（木）＞ 

名前(フリガナ)  

会社・大学等 
 

 

所属部署  

住  所  

電  話  

Ｅ-mail（必須）  

参加方法 （レ点を記入） □ 溶接会館で参加      □ WEBで参加 

緊急連絡先 

携帯電話番号等 
 

振込期日 受講料は2024年11月5日（火）までに指定銀行へお振込み願います。 

ご質問・ご要望等あり 

ましたらご記入ください。 
 

備考欄  

 
※申込書は，（公財）溶接接合工学振興会ホームページ（WEB site：http://www.yokoshin.or.jp）からダウン 

ロードすることも可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
【会場へのアクセス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ・JR秋葉原駅 昭和通り口から徒歩 約8分 

       ・JR浅草橋駅 西口から徒歩 約8分 

       ・東京メトロ日比谷線 秋葉原駅 1番出口から徒歩 約７分 

・都営新宿線 岩本町駅 A4出口から徒歩 約１２分 

・都営浅草線 浅草橋駅 A３出口から徒歩 約１１分 

溶接接合工学振興会について 
 
【沿革】 
わが国溶接技術の草創時代の先駆者故佐々木新太郎氏を顕彰し溶接工学の普及発展に努めた功労者を表彰するために，昭和45年財団法人佐々木記念会を設

立しその事業を遂行してきました。 
また昭和57年からは溶接界の泰斗故木原博工学博士の高邁な思想を基に国際学術交流奨励会を設けて若手研究者，技術者の支援事業を図ってまいりました。 
平成3年関連企業のご協力を戴き両団体を統合し文部省の認可を経て「財団法人溶接接合工学振興会」を設立するとともに，故佐々木新太郎，故木原博両氏
の遺徳を継ぎ，溶接接合工学の技術振興と研究者・技術者の表彰と支援事業を行ってまいりました。 
更に平成16年からは当振興会の初代理事長金澤武工学博士のご遺志を基に中堅技術者の表彰と支援を新たな事業として行っております。 
「財団法人溶接接合工学振興会」は公益法人制度改革に伴い平成25年4月1日付で内閣府所管の公益法人に移行しました。 
加えて令和2年3月4日より全国の工業高等学校等を対象とした「溶接機」寄付事業を内閣府の認定を得て新たに実施し現在に至ります。 
 
【事業活動】 
当振興会は溶接界唯一の公益財団法人として以下の公益目的事業を実施しております。 
（１）溶接接合工学研究者・技術者に対する顕彰事業 

① 木原賞：申請年度の4月1日現在，満36才以下の新進気鋭，若手研究者・技術者を対象にその研究業績に対し表彰 
② 金澤賞：申請年度の4月1日現在，満53才以下の中堅研究者・技術者を対象にその研究業績に対し表彰 
③ 佐々木賞：昭和31年に創設されて以来，（一社）溶接学会との共同事業として研究業績に対し副賞を贈呈 

 
（２）溶接接合工学研究者・技術者の交流事業 
溶接技術は鉄鋼・機械・造船・建築・自動車・宇宙・ＩＴ等『ものづくり』分野の基幹技術として重要な役割を担っております。その技術内容は他分野の技
術進歩とともに日進月歩，最新の技術動向を把握することは溶接研究者・技術者にとっても重要な課題です。各分野の最先端の研究者等と溶接研究者・技術
者との緊密な連携を保ちその成果を講演会・セミナーを通じ会員各社を初め多くの企業関係者・研究者・技術者等と最新技術動向を共に共有する講演会・セ
ミナー事業を行っております。 
 
（３）溶接技術人材の育成事業 
少子高齢化に伴い『ものづくり』人材の不足が深刻化しており，溶接界においても将来を担う若年者や女性等を対象にした溶接教育が重要となっております。
当振興会では溶接教育を実施している全国の工業高等学校等を対象に教育用溶接機材を提供し即戦力ある人材の育成と就労機会支援のため溶接機の寄贈事業
を行っております。 
 
当財団の事業は，寄付金及び賛助会員会費等で運営されており，事業の継続と更な充実を図るため，事業の趣旨にご賛同頂き，是非ご寄付をお寄せ下さるよ
うお願い申し上げます。 


